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中国の銅鉱床(･)

岸本文男(鉱床部)

(3)中度酸性火山岩一貫入岩複合岩体と

関係ある銅鉱床

中国にはこのクルｰゾに属するものとして斑岩銅

型銅鉱床(鋼･モリブデン鉱床)と細脈丁鉱染型銅鉱床が

ある.後者には重要な鉱床カミないとのことなので

斑岩銅型の銅鉱床(Cu-M･鉱床)についてだけ紹介する

ことにしたい.

(a)斑岩銅型銅鉱床

干のタイプの銅鉱床は中国の場合

(i)地向斜の発達末期段階の火山性盆地もしくは

構造断裂帯中に存在しときには同一輪廻中の前期の

塊状黄鉄鉱型鋼鉱床や鋼一ニッケル型鋼鉱床と同一火

山性盆地･構造断裂帯の異なる部位に分布することがあ

る.

(ii)さまざまな地質時代の榴山体底部の新期の断層陥

没凹地または断裂帯中に存在しすべて火山性盆地

の縁辺ないし内部に位置する.

いずれの場合も多くの重要な共通点をもち母岩が

すべて普通のカルクｰアルカリ系列の中度酸性の小型法

成･浅浅成貫入岩である.アルカリ系列の浅成貫入岩

の場合もあるにはあ･るが採掘価値がないとされている.

可採鉱床の母岩岩体の多くは1期多段階の生成体で

冬期多段階や1期1段階の場合は少ない.爆裂角礫岩

の岩筒がみられることがありいくつか鉱体カミ火山岩

中に存在し貫入岩中に認められない例もあるカミその

例については火山の噴火に関係がある一つの証拠とさ

れている.ただし鉱床としては価値カミ低いという.

中国の斑:岩銅鉱床には次のようだ2種の側岩変質

帯･金属鉱物帯の黒帯配列が知られている.

(i)貫入岩体もしくは火成活動の中心をとりまく同

心状の帯状配列.中心から外方にカリ長石化･黒雲

母化帯一→珪化･絹雲母化帯一→(泥化帯)一→青磐化帯

(主として緑泥石化帯).なおカリ長石化･黒雲母化帯

の内部に石英化心核部を伴った鉱床もある(第1図･).

このような変質帯に対応して金属鉱物帯の黒帯が水

鉛鉱物(>銅鉱物)→銅鉱物(>水鉛鉱物)一→銅鉱

物･黄鉄鉱→黄鉄鉱一→(鉛鉱物･亜鉛鉱物)という

配列を形づくっている.さらに地球化学的な黒帯配

列はCu･Mo帯一→Cu･Fe帯一→Fe･Co･Zn･Ag

帯一→Pb･Zn･Ag帯である.

(五i)貫入岩体と側岩との接触帯を中心としてその両

側に生じた黒帯配列.その配列は変質素帯が石英･

白雲母(>絹雲母)化帯一→緑泥石化帯(第1図b)で

金属鉱物黒帯が銅鉱物(〉水鉛鉱物)帯一→銅鉱物･黄鉄

鉱帯一→黄鉄鉱･赤鉄鉱帯→(方鉛鉱･閃亜鉛鉱帯)

地球化学的黒帯がW(Bi)帯一→Mo･Cu(A･)帯一→
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第1図

中国における斑岩銅鉱床の変質素帯構造の例

(邦文魁ら1978)

1一鍋一モリブデン鉱体

2一石英化心核

3一花開閃緑岩

4一カリ長石･黒雲坪化帯

5一絹雲母･珪化帯

6一脊磐化帯(緑泥石化帯)

7一花闇閃緑斑岩

8一線泥石･絹雲母化帯

9一絹雲母化(緑泥石化)帯

10一珪化一絹雲母化帯

11一珪化一絹雲母化千枚岩

12一絹雲母化千枚岩

13一線泥石化千枚岩�
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第2図中条山脈地区の銅鉱床に関連して文献に記されている地

名の分掬

Pb･Zn(Ag)･Co･Ni帯一→(Co)･Mn帯となっている.

中国におけるこのタイプの銅鉱床の鉱化作用の順序

を邦文魁ら(1978)はマグマ分化期末期から熱水期に

わたって珪酸塩一酸化物期(カリ長石･黒雲母･硬石膏

少量の磁鉄鉱)→石英･硫化物期(輝水鉛鉱･黄鉄鉱･黄

銅鉱大量の看英･絹雲母･緑泥石)一→炭酸塩･硫酸塩湖

(方解石･鉄苦灰石･石膏･黄鉄鉱ごく少量の黄銅鉱･方鉛鉱･

閃亜鉛鉱など)に大別し石英･硫化物期の末期段階と

して錬鉄鉱一炭酸塩脈(少量の硫化物を含む)の生成段

階をつけ加えている.

中国で斑岩銅鉱床がはじめて発見されたのは中国

がソ連の協力を得て地質鉱床調査を行った第1次5か

年計画(195ト1957)の第3年度1955年のことでそれ

が山西省の中条山脈中のものである(第2図).その精

査報告(王植ほか:1957)から“中条山式斑岩銅鉱床"と

いう名称が中国で誕生した.

楡鉄階ら(1978)の論文と邦文魁ら(1978)の論文を総合

すると原生代の斑岩銅鉱床(?)が主として東部にカ

レドニア期のものはなくヘルシニア期のものが主とし

て北部にインドシナｰ燕山期とアルプス期のものカミ東

部と西南部に分布する.その中ですでに開発されて

いるか少たくとも開発準備中のものカミ江西省に3鉱

床(第3図徳興鉱床:平均Cu品位がO.5-0.7%総銅量853

万t生産組鉱量12,OOOt/周:石原舜三1979<鉱山地質>

第154号参照)黒竜江省に2鉱床存在する.江西省の

ものは南嶺山脈中に比較的近接して分布し黒竜江省

のものは小興安嶺の北部にあると思われる.そのほ

か甘粛省の北山山脈と新彊ウィｰグル自治区の天山山

脈中にもあるが具体的な鉱床名と位置は定かでない.

(4)中度酸性質入岩と関係ある銅鉱床

最初に述べたように中国のこのグノレｰプの銅鉱床に

は3種のタイプのものがある.しかし規模が大き

く品位もすぐれた鉱床を作っているのはスカノレン型

銅鉱床で残る2種のタイプのものには期待できる鉱床

が少ないとされている.そこでここではスカル

ン型のものを紹介するにとどめる.

(8)スカルン型銅鉱床

邦文魁ら(1978)によるとこのタイプの銅鉱床とく

にインドシナｰ燕山期とアルプス期のものは斑岩銅鉱

床と地質学的な生成環境がよく似ているため両者は同

一鉱床帯や同一鉱床田中に共存することカミ多い.違い

はスカノレン型銅鉱床を形成する条件の方が少し幅広く

て中型･小型の浅成貫入岩体に伴われるだけで放く

中度深成ないし深成･大型貫入岩体の接触帯中にもみら

れることである.

その貫入岩は背斜の部分では多くが盆状･漏斗

状･きのこ状を呈し向斜の部分では多くが筒状･株

状･脈状を呈する.貫入岩の形態の違いは銅鉱の濃

集形式に対して非常に大きな意味をもっている.

形成方式からすると中国のスカノレンには

(三)擦触帯の反応交代スカルン

(ii)側岩と買入岩中に貫入したスカルン

(iii)熱水溶液カ欄与して炭酸塩質岩層と泥質岩層の間に形成

された層状スカルン

の3種カミある.スカルン型銅鉱床の重要鉱体はすべ
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第3図江西省の斑着鋼鉱床付近の地質と地質構造の例

(邦文魁ら1978に加筆)�
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て(i)と(iii)のスカノレンに関係があるがその鉱体は

接触帯やスカルンの中だけとは限らず生成に都合のよ

い層位と構造に沿って接触帯から離れたかなり遠くま

で延びていることもある.

中国のスカルン型鋼鉱床の大部分に関してはその鉱

化作用カミ小型貫入岩体の固結後に深部から接触帯に沿

って上昇した鉱液によって接触帯の両側に進行したも

のと解されている.そしてその鉱床の生成図式は

次のように表わされている.

マグマの貫入一→無水スカノレンの生成→

含水スカルンの生成と磁鉄鉱･赤鉄鉱･灰重石･錫

石などの沈殿一→黄銅鉱など大量の硫化物の沈

殿→少量の硫化物の炭酸塩脈の形成

このような生成順序があるためしばしば金属鉱物

黒帯配列として貫入岩体の外側に向ってW･Sn･

〕〉[0･Bi(Fe)帯一→Cu帯一→Pb･Zn帯という順序の変

化がみられる.この黒帯配列は水平方向(第4図)に

も垂直方向(下→上)にもはっきり現われていることか

ある.

中国の東部と西南部にこのタイプの銅鉱床が多く知

られている.東部にはその代表的な鉱床でしかも

1958年7月11目の北京放送によって東洋一の大型新鉱床

の発見が報じられた安徽省銅陵県の銅富山鉱山の鉱床

があり(第5図)湖北省南東部の幕阜山脈北麓の陽新

県･大冶県下の鉱床離があり古文書に名をとどめてい

る湖北省の荊山鉱床がある.また西南部にはたと

えば雲南省中旬県･緯酉県下の横断山脈中の鉱床離カミ

｡｡･々'"二'…
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国スカルン
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㎜鉄ゴッサン翻石灰岩

国珪質頁岩.昌珪岩

團崖錐層騒磁硫鉄鉱鉱体

第5図安徽省鋼富山の1鉱床断面図(邦文魁1964)
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第4図スカルン型銅鉱床をとりまく側岩岩層の鉱化帯水平素帯

構造の例(邦文魁ほか1978)

1一花開門､緑岩2一黄鉄鉱帯3一磁鉄鉱帯4一鋼鉱物帯

5一鉛･亜鉛鉱物帯

ある.

東洋一とはひどい誇張だと思うが鋼富山の銅鉱床

については少し述べておきたい.

銅富山鉱床は多数の磁鉄鉱･赤鉄鉱鉱床磁硫鉄鉱

一磁鉄鉱鉱床黄銅鉱一黄鉄鉱鉱床磁硫鉄鉱一黄銅鉱

鉱床などからなるス.カノレン型鉢床群である.

鉱床地域の地質は下位から上位にシルノレ紀(ない

しデボン紀)の石英質砂岩層珪質頁岩層(粘板岩層)石'

灰岩層(渥青質泥質)が整合･分布しそれらを貫ぬ

いて透輝石閃緑岩が分布する.貫入した透輝石閃緑岩

とシルル系またはデボン系との接触面の形は変化に富

み全体としてはドｰム状を示し貫入岩は上広カミりに

拡がっている.

鉱床は上記の接触帯中にあって西南より東北に

獅子山宝山老山小鍋官山各頭注院山の各鉱床

が配列し北部に筆山鉱床がある.新鉱床の位置はさ

だかでない.各鉱床の鉱体の形態はさまざまで不規

則塊状から層状まで変化に富んでいる.

上記の接触帯にはスカノレンが発達しているカミ北

部･東北部の鉱床のスカノレンほどざくろ石に富み西

南部のものほど石英に富む.老山の鉱床は全体が銅鉱

に當み鉄鉱物に乏しい.他の既知鉱床はかつて鉄

鉱床とされていたカミ下部に向って銅鉱物が増加し銅

鉱床とだったものが多い.現在では鋼富山鉱床全体

が鉄鉱床でなく硫化鉄鉱を多産する銅鉱床として取り

扱われている(老山鉱床のCu品位の1例は1.69%).

1964年にソ連科学アカデミｰが発行した<世界自然地

理図葉集>では中国の4大銅山の一つ(残りは甘粛省

の白銀廠鉱山雲南省の巧家鉱山と昆明鉱山)となっている,�
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以上の4タイプの内因性銅鉱床と地質構造･火成活動

との関係および4タイプ相互の関係を概念的にあらわ

すものとして邦文魁らは一つの図を固いている.そ

れか第6図である.そしてさらに彼らは中国に

おける内因性鋼鉱床の生成期と分布を一つの表にまとめ

ている.それが第1表である.

第1表

鉱床生成期�主要な鉱床タイフ�分布地域

原生代�斑岩鍋型(?)黄鉄鉱型�主として東部地域

カレドニア期�銅一ニッケル型黄鉄鉱型�北部地域に集中

ヘルシニア期�珪岩銅型黄鉄鉱型�主として北部地域

インドシナｰ燕山期�スカルン型斑岩銅型�東部地域西南部地域

アルプス期�斑岩銅型スカル1■型�西南部地域東部地域

西南部地域

東部地域

この第1表からすると生成期を異にした鉱化作用カミ

それぞれ集中する範囲がありその範囲はそれぞれの

地域の地質･地質構造発展史の特徴を反映していると

いえる.そのような観点に立って巨視的に中国の銅

鉱床生成区を組みたてると次のように在る.

(1)北都銅鉱床生成区:この生成区は中国北部の

阿爾泰山脈天山山脈富嵩山脈那連山脈秦嶺山脈

興安嶺などを含んだ広大な地域で主として古生代の地

向斜榴曲帯からなっている.銅鉱床としてはカレド

ニア期とヘノレシニア期前期の地向斜沈降帯中の黄鉄鉱型

鋼鉱床(銅一多金属鉱床)と深部裂かに沿って分布するマ

グマ分化銅一二ッケノレ鉱床さらにヘノレシニア期後期の

中性一酸性噴出岩･貫入岩中の薮岩銅鉱床カミ分布する.

(2)東部銅鉱床生成区:この生成区は中国大陸の

東部と台湾海南島などの島々の範囲に相当し地質と

鉱床生成史カミかなり複雑である.原生界のさまざまな

層位を占める変成岩中に古期の花筒閃緑岩と関係のあ

る斑岩銅鉱床(生成タイプについて異説カ三ある)および

海底アルカリｰ塩基性火山岩と関係のある縞状一鉱染状

紙一鉄鉱床が分布しヘノレシニア期の塩基性一超塩基性

岩帯中に鋼一ニッケル鉱床が存在する.しかしこ

の鉱床生成区でもっとも重要た銅鉱床は古生代と中生

代(主として燕山期)の構造運動･火成活動に関係のある

スカルン型鉱床と斑岩銅鉱床である.恋お邦文魁ら

は台湾東部にアルプス期斑岩銅鉱床と黄鉄鉱型鋼鉱床

がありいずれも重要鉱床としている.前者は花蓮

県の奇美鉱床を後者は花蓮市西方の銅門鉱床などの

別子式含銅硫化鉄鉱鉱床をいうのであろう.

(3)西南銅鉱床生成区:この生成区はヒマラヤ山

脈横断山脈群(第7図)と青蔵高原の大部分とを占めた

中生代一新生代の一大地向斜榴山系である.銅鉱床は

か底ゆ発達するか主なものはアノレプス期と燕山期(イ

ンドシナ期のものもある)の斑岩銅鉱床それに次ぐのカミ

銅一ニッケル鉱床スカルン型銅鉱床黄鉄鉱型銅鉱床

である.これらの鉱床は一系列の大型構造一火成活

動帯に沿って分布しそれぞれ互いに平行した鉱床帯を

形づくっている.

以上の3鉱床生成区は中国が1978年に提起した銅

鉱床の“一級成鉱区"すたわちmetauogenicprovince

に相当する銅鉱床貝武存域で北部鉱床生成区は古アジア
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第6図

タイプを異にする内因性銅鉱床と構造運動一火成活動

の関係概念図(邦文魁ほか1978)

ユｰ地層記号

2一同化混生現象

3一炭酸塩岩

4一頁岩砂質頁岩砂岩

5一苦灰岩質石灰岩

'6一粗面岩質･安山岩質凝灰岩

7一粗面安山岩

8一中粒質花開岩

9一閃緑岩(縁辺相)

10一花開閃緑斑岩

11一閃緑岩

12一閃緑斑岩

13一スカルン型鋼･鉄鉱床

14一スカルン型銅鉱床

15一斑岩銅鉱床

16一磁鉄鉱

17一赤鉄鉱

18一鉛･亜鉛鉱

19一断層�
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策7図会降りしきる横断山脈

チベットと雲南省を結ぶトラック道からみた風景まだ地質

調査はゆきとどいてい恋い

鉱床生成環帯東部鉱床生成区は太平洋鉱床生成環帯

西南鉱床生成区は古地中海鉱床生成環帯のそれぞれ一部

に相当すると位置づけられている.古アジア鉱床生

成環帯という区分はみみなれないしその定義も明らか

でない.太平洋鉱床生成環帯が卓状地内まで入りこむ

ということも奇異である.古地中海鉱床生成環帯に

ついてはさらに説明が必要であろうがまだ説明に接

する機をえていない.

(5)陸成堆積銅鉱床

中国における堆積銅鉱床の生成期とその生成量の程度

は第2表に示す通りである.す衣わち生成期が多

いのに驚かされるが主な生成期は原生代とジュラ紀中

期以後である.そのうち古生代以前の堆積銅鉱床は

主として海成中生代以後のものは主として陸成である

ことが欠きた特徴といえる.

陸成堆積銅鉱床は古陸や中生代以前の榴山帯付近の

前陸断層陥没盆地狂いし山間盆地中に分布している(第

8図).この前陸盆地と山間盆地は主として中生代中

期以後のものでインドシナｰ燕山期の構造運動によっ

て生じたNE方向からNNE方向の構造と陰山山脈･

秦嶺山脈･南嶺山脈などのE-W方向に近い構造帯が重

なりあって形づくったものである.

このグノレｰプの銅鉱床の多くは上記の凹地･盆地中の

爽炭層灘上の雑色堆積層系中に胚胎されさらに上位に

は含岩塩赤色層系が分布している.鉱体はその大部

分が雑色岩層系中の灰色岩中に存在するカミとくに紫

色岩層から灰色岩層への移過帯の灰色岩カミ鉱体の主な賦

存部分となっている.そして鉱体の形態･産状･規

第2表

地質

第四紀

第三紀

自唖紀

ジュラ紀

三畳紀

二畳紀

石炭紀

デｰボン紀

シノレル紀

オルドビス紀

カンブリア紀

原生代後期

震旦紀

後期

前期

後期

前期

後期

中期

前期

後期

申期

前期

後期

前期

後期

中期

前期

後期

中期

前期

後期

申期

前期

後期

中期

前期

後期

中期

前期

後期

前期

育自口期

葡県期

長城期

原生代前期

始生代

後期

前期

十

十

十十十

十十十

十十十

十十

十十

十

十

十十

十十

十

十

十

十

十十

十

十

十

十十

十十十

十十

十十十

模は紫色岩層と灰色岩層の組合せの変化にしたカミって変

化し紫色岩層と灰色岩層が厚い層状で長く延長する

場合には鉱体が一般に厚くて延長に當み逆の場合

には薄くて小規模である.また紫色岩層と灰色

岩層が多層の互層を作っている場合には鉱体も多層と

狂り10層を数える例もあるが1鉱体の厚さは薄い.�
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このグルｰプの鉱体は高温･多湿気侯が乾燥気候に

移行する過渡期の半乾性気候下で生成しある盆地の場

合絶えず削剥作用を受けていた地域から鋼の酸化物

･重炭酸塩銅鉱･含鋼岩石の砕屑･懸濁物が供給され

ます比較的銅に富んだ“プロト鉱層"を形成しその後

の圧密･岩石化の過程で“プロト鉱層"中に主として

有機物の分解作用が進み(バクテリアの作用も加わり)そ

して生じた硫化水素と既存の鉄成分が作用して黄鉄鉱

(フランボイダル組織)を生成した.それから“プロト

鉱層"中の含鋼酸化物と含銅重炭酸塩などカミ厚い被覆堆

積層の下で還元･分解されて鋼を析出しその銅が先の

黄鉄鉱を交代して輝銅鉱と赤鉄鉱を生成するが硫化水

素カミ過剰に生じた場合にはさらに作用が進行して斑

銅鉱と黄銅鉱が生成し硫化水素が乏しく銅分が多い

場合には自然鋼が生成した.そのためこのグルｰ

プの銅鉱床はしばしば黒帯構造を形づくっていると

いう.すなわち紫色岩層から灰色岩層に向って赤

鉄鉱･輝鋼鉱帯→斑銅鉱帯一→黄銅鉱帯一→黄鉄鉱帯

という配列カミみとめられる.なお鉱体(鉱層)中に

は常にAgPbZnMoなどの元素が伴われている.

このグノレｰプの銅鉱床か分布する地域の一つが那連

山脈北側のデボン紀の盆地(山間盆地)である.この

堆積盆地における陸成堆積銅鉱床を代表する鉱床の具体

的な内容がわからないので1975年の成冶の論文に記姦

されたこのグルｰプのものと思われる2鉱床について

述べ参考に供したい.

この銅鉱床の存在する地区については正確なことは

わからないがこの鉱床の産出層準を明らかにした表

(第3表)の中で用いられている地層名のうち大村八

道河馬頭(山)がいずれも北京市の郊外にあり(第

9図)“者都塵"はモンゴル語に由来すると思われる

ので見当をつけることはできるだろう.北京市の近

くで白亜系カミ発達するのは河北省北部･東北部から内

第3表棊含銅砂岩鉱床の胚胎鰯準

�趣家店裏層���

白亜系上部統�江底河累層���

�馬頭山累層�大�村�層

��L��層

�普昌河累層��八道河層'�

白亜系下部統��W��層

�高峰寺累層��者那腰層�

���美宜披層�

ジュラ系����

蒙古自治区にかけてである.

鉱床は白亜系上部統のL層(Lは鉱床名か鉱床存在地

付近の地名の頭文字に爾来するらしい)と白亜系下部続の

W層(このWもLの掛合と同じような意味があるのだろう)に

胚胎されている.

鉱床地区では白亜系として分布する地層の大部分は

赤色層で局部的に灰色一灰緑色層が賦存し鉱床は

赤色層中の灰色層内に胚胎されている(第10図).

L層もW層も河成層であるがL層は流路の変化の激

しい減川の(第11図)W層は安定した河川の河底堆積

層である.その中で鉱体はレンズ状を呈し最大の

第4表W鉱床･L鉱床鉱石鉱物の硫黄同位体組成*

試料番一

鉱物1

S32/S眺

δS/8壬｡/oo

727�輝銅鉱�22.78�一24.79

799�黄銅鉱�22.66�一19.5

828�黄銀鉱�22.66�一19.3

867�黄銅鉱�22.66�一18.8

948�斑銅鉱�22.66�一19.4

970�輝銅鉱�22.61�一17.ユ1

大L-1�輝銅鉱�22.64�一ユ8.4

2�輝銅鉱�22.66�一19.2

3�斑銅鉱�22165�一ユ8.9

6�輝銅鉱�22.84�一31.4

7�輝銅鉱�22.63�一20.4

8�輝銅鉱�22.61�一16.7

*冶金地質研究所(1966)分析

二二二_'.x一一

雄ザ

目先中生代□三畳系･

古陸

区嚢ジュラ釆目白亜系･

第8図

中生代陸成堆積盆地

図鉱床区コ断層中の含銅砂岩鉱床�



一60一

r1～

r'～､

ぐ＼

＼

寸

･

ノvJ

�

＼

●

､

1【

■

`'■….一

ノ

･､

.一.^.■

■

�

一

･一1

八道河

戸

∫

�

･

＼

■

�

､

■

!＼ζ

1､＼

1!北京市､

一.^.jユ

ｰノ

∫''･'.

∫大村ビｰノ〕

r'北京4

､嚇1

㌔､.^

ぐ馬琴(j

､､一

一1､..ノ･へ､__一〃

し!､.!'.01020304050｣㎞.

`､､.蜴･出=一

.}･ソ

第9図第3表の層名の標式地名のうち

地図上で確認しえた地名とその位置

厚さは少なくとも24m(W層の掛合)あるがCu

品位の垂直変化がいちじるしい(第12図).L

鉱床の下部鉱床は延長カ咽の約4倍厚さの

約30倍に達している.W鉱床の主鉱体は分岐

部分を伴い(第13図)成冶はそれを後生鉱化作

用があった一つの証翅としている.

鉱石鉱物は輝鋼鉱黄銅鉱斑銅鉱黄鉄

鉱を主とし赤鉄鉱を随伴する.L鉱床の場合

は水平方向に

鉱帯一→黄鉄鉱帯という黒帯配列がみられる.
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目瓢恩屠口灰色層の境界

團.鉱層[……:…コズリ

第11図L鉱床の灰色砂岩と鉱層

の分布(成冶1975)

鉱体

赤鉄鉱帯→輝鋼鉱帯一→斑銅鉱･黄銅

この2銅鉱床は基本的には陸成堆積銅鉱床のグルｰ

プに入るものと思われるが熱水成因説(正しくは同生

堆積一後生熱水成因説)も出されていることは確かである.

その大きな論拠の一つが第4表である.

�305.2米｡.…チ･���

�岨���

���

��倉

310米�｣^･�､Bn��

�:r'中=..十��Cc�

�τ.?';���

�官二���

�O■`一■一.'�一[�Bn�

���CPニコ�

�･■���

320米�工三三.��Py�

�凹��CP�Bn

330米�o���

��按

�十一'･.十一■;一!↓���

�`一●��Bn�

第12図W層の柱状断面と黄鉄鉱(Py)

黄銅鉱(Cp)輝銅鉱(Cc)斑銅鉱(Bn)

の含有状況

柱状図の岩層の凡例は第11図と同じ

(6)海成堆積銅鉱床

このグルｰプの銅鉱床は層状銅鉱とも略称されか

つて“東川式"銅鉱床といわれていたもので震旦紀後

期以前ではもっとも重要た銅鉱床である.これは

主として東部鉱床生成区内の卓状地縁辺部の長期にわ

たって上昇した隆起区の縁部あるいは古陸側方の古

縁海湾中に分布する(第14図).雲南省北部の東川一巧

家地帯がその代表的な分布帯である.

このグノレｰプの鉱床が分布する鉱床帯は延長が数10
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第10図

陸成堆積銅鉱床の鉱体胚胎状況の1例

(成冶1975)

1一灰色層の境界

2一赤色層

3一シルト砦とシノレト質泥岩

4一合礫中･粗粒砂岩

5一中･粗粒砂岩

6一鉱体

7一黄鉄鉱一輝銅鉱混在帯

8一黄鉄鉱帯

9一輝銅鉱帯�
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ノPy

ク1

一口1

区ヨ2

回5

第13図

鉱体の分岐現象(成冶1975)

1一中･細粒砂岩

2一合礫中･粗粒砂岩

3一シルト岩･シルト質砂恭

4一輝銅鉱･黄鉄鉱鉱体

5一黄鉄鉱帯

長mから数100kmに達している.鉱体の母岩は砂質

苦灰岩苦灰岩質砂岩変成苦灰岩炭質砂岩泥質砂

岩砂岩ときには砂質礫岩である.その鉱層の大部

分は砕屑岩相から炭酸塩岩相への移過帯の地層に胚胎

され主として紫色砂質岩層ないし炭質黒色岩層が上盤

か下盤となっている.

鉱石は微脈構造細脈一鉱染状構造塊状構造など

の構造を示し銅鉱鋼一コバノレト鉱鋼一鉛一亜鉛鉱

鋼一鉄鉱鉄一鉛一亜鉛鉱に分けられる.そして古

陸縁(酸化帯)から古海湾沖(還元帝)に向って鉄鉱帯

一→銅鉱帯一→硫化鉄鉱帯という黒帯配列が認められる.

紫色砂岩層カミ鉱層の下盤となりかつそれカミわずかに

変質している鉱床では陸成堆積銅鉱床の場合と同じよ

うに赤鉄鉱･輝鋼鉱帯一→筑銅鉱帯一→黄銅鉱帯一→

黄鉄鉱帯という黒帯配列がみられる.これは'両グノレ

ｰプの銅鉱床が同じような生成機構の産物であるため

と考えられている.

海成堆積銅鉱床の重要鉱床の大部分は中国の場合

弱ないし中程度の広域変成作用を受け銅鉱物が移動し

て側岩を切る銅鉱脈を形づくりあるいは既成鉱層

を富化している.

側岩の熱水変質現象も認められ変質作用の強さは

炭酸塩鉱物の変化だとえば擢色一→珪化･緑泥石

化･透角閃石化→電気石化･正長石化･スカポライト

化･黒雲母化などにあらわれている.

この熱水変質現象と鉱石鉱物構成には次のような関

係カミあるという.

熱水変質が弱い場合の組合せ

赤鉄鉱(磁鉄鉱)一輝銅鉱･斑銅鉱･黄銅鉱一黄

鉄鉱.

熱水変質カミ少し強い場合の組合せ

磁鉄鉱一黄銅鉱または斑銅鉱･方鉛鉱一黄鉄鉱

熱水変質が強い場合の組合せ

磁硫鉄鉱･磁鉄鉱一黄銅鉱一黄鉄鉱

匡ヨエ

Eヨ2

量…3

Eコ･

[コ5

[O･

第14図

原生代海成堆積銅鉱床の岩相･古地理の例

(邦文魁ほか1978)

1一前期海湾相の泥一炭酸塩の堆積

2一後期海湾相の泥一炭酸塩の堆積

3一浅海相の炭酸塩の堆積

4一海浜一浅海相の堆積

5一方陸と古島

6一既知の堆積銅鉱床�
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東川地域に分布するこのグルｰブ切銅鉱床の硫黄同

位体組成については王可南の論文(1978)カミある.

彼の鉱床に関する記載によれば東川地域の銅鉱床は

先カンブリア系弱変成岩からなる昆陽層群中にあって

層準規制を受け主要鉱体は泥一砂質苦灰岩(過渡層)

と苦灰岩(落雪苦灰岩)中に分布する.

鉱体の多くは層状を示すカミｰ部の小鉱体はレンズ状

脈状鉱のう状不規則塊状を呈する.鉱体の傾斜は

急で一般的には60-80｡である.

鉱石を構成する銅鉱物のうち硫化物は主として斑銅

鉱と黄銅鉱で輝鋼鉱銅藍四面銅鉱がそれに次ぐ.

ときには閃亜鉛鉱方鉛鉱などの鉛･亜鉛の硫化物を

伴う部分もある.銅の酸化物としては主に孔雀石が

生じ珪孔雀石黒鋼鉱藍銅鉱赤銅鉱がそれに次ぐ.

脈石鉱物は苦灰石方解石石英が主で黄鉄鉱斜長

石電気石がそれに次ぐ.

鉱石は母岩の層理にそった縛状構造葉状構造

斑状構造鉱染状構造馬尾状構造を呈することが多い.

さらに微細な割れ目を充填した角礫状構造と網状構

造を示す鉱石もある.鉱床の鉱物黒帯配列が明瞭で

垂直黒帯として上部から下部に輝鋼鉱帯一→斑銅鉱帯

→黄銅鉱帯一→黄鉄鉱帯という4大分帯に分けること

カミできる.

Pb同位体組成からすると東川地域のこのグルｰプ

の銅鉱床の生成年代は10-39億年である.

王可南カミ測定した硫黄同位体δS34の値は第5表に

示す通りである.彼カ油した結論によればいわゆる

“東川式銅鉱床"は堆積一変成鉱床で銅成分は同生堆

積物であるカミ鋼の硫化物は母岩の岩石化段階に形成さ

れ弱変成段階で鉱体が変化したものという.そし

て硫化物のSの起源は主として海水中の硫酸塩であ

るとしバクテリアの作用を重視している.

このグノレｰプの銅鉱床の分布については第15図をみ

ていただきたい.現在の中国の銅鉱床分布状況につい

ては不明な点カミ多すぎる.自信をもって書けるだけの

資料はない.ここでは雲南省の三台鉱床をこのグノレｰ

プの代表的な鉱床としてとりあげてみる.鉱山名は三

合廠である.

季希動ら(1964)によるとこの銅鉱床は2層の含銅

頁岩層からなり白亜系K12部の雑色層と呼ばれる灰

緑色･石灰質頁岩中に胚胎され下位の含銅頁岩層に主

要な富鉱体がある.母岩は岩質が均質で厚さがほ

ぼJ足しその鉱化部分の総延長は数10kmに及ぶが

鉱体といえる部分の規模はさまざまで一般に層状の鉱

第5表雲南省東川地域の銅鉱床の硫黄同位体組成

雫函r一

L93黄銅鉱

L93蹴銅鉱

丁31斑銅鉱

一3.7由良累層紫色層底部の含銅磁鉄鉱鉱層

一3,8由良累層紫色層底部の含銅磁鉄鉱鉱層

柵･1離層底部の層状銅鉱体

(属融こ沿った鉱石)

L97�輝銅鉱�斗1.3�過渡層崖部蔓堀状銅鉱体(層理に沿った鉱孤)

L97�斑銅鉱�十1.3�過渡層底部の層状鋼鉱体(層理に沿った鉱石)

L55�瑳銅鉱�一1.6�過渡層下部の泥質苦灰岩中の層理に沿った鉱石

L11�斑銅鉱�十4.O�絃累層底部の層状富鉱体

L14�二次輝銅鉱�十4.7�轟去累層底部の藻苦灰岩(層状鉱体)

L14�斑銅鉱�斗3.5�毒虫累層底部の藻苦灰岩(〃)

u5.2�斑銅鉱�十4,3�鮭累層底部の層状鉱体

L17-1�後生の輝鋼鉱�十9.9�轟会累層中部苦灰岩中の結核状鉱石

L17-1�斑銅鉱�十7.5�毒全累層中部苦灰岩申の結核状鉱石

L17-2�黄銅鉱�十10.O�義金累層中部の珪質細帯内の細帯状鉱石

L78�輝銅鉱�十7.5�結累層中部め結核状鉱有

L91-1�初生の輝銅鉱�斗14.5�紬累層中部の結核状鉱石

L111�後生の輝銅鉱�斗13.O�過渡層上部の網状一麹状鉱石

L111�斑銅鉱�斗8.2�過渡層上部の網状一斑状鉱石

T54�斑銅鉱�十8.8�嘉全累層底部の網状一小錐状鉱石

T44�黄銅鉱�十8.6�鮭累層底部の網状一斑状鉱石

L12�斑銅鉱�十7.2�港全累層底部の當鉱を含む石英一苦灰石朋

T59�斑銅鉱�斗10.9�毒垂累層上部の灰黒色の含鉱方解石一重昂石脈

T60�黄銅鉱�一0.5�紬累層上部の斑状鉱石

L56�後生の輝銅鉱�十018�過渡層中一下部の輝銅鉱脈

L71�斑銅鉱�十〇.7�嘉会累層下部の斑状一級密塊状鉱石

�L73後生の輝銅鉱�斗3.7�轟全累層下部の斑状一激密塊状鉱石

�L83-3後生の輝銅鉱�十〇.3�毒会累層底部の濃密斑状鉱を含む苦灰石一石英脈

L83-3�斑銅鉱�十〇.6�毒会累層底部の濃密斑状鉱を含む苦灰石一石英脈

T4か1�黄鉄鉱�十4.9�葉山累層底部の炭質粘板岩中の団塊

L86�黄銅鉱�十5.2�薫五累層底部の炭質粘板措中の層理に沿った黄鉄鉱の繍

L27�黄鉄鉱�十3.5�葉山累層内に貫入している輝緑岩岩脈

L工5�黄鉄鉱�十〇.6�輝緑岩中の鉱染状黄鉄鉱

落雪累層底部の當鉱を含む石英一苦灰石脈

落雪累層上部の灰黒色の含鉱方解石一重晶

落雪累層底部の濃密斑状鉱を含む苦灰石一

落雪累層底部の濃密斑状鉱を含む苦灰石一

黒山累層底部の炭質粘板措中の層理に沿っ

カンヤンチャプロ鉄質贋石のCDTのδS雛をOo/ooとする

体(當鉱体)で構成されている.

鉱石鉱物は主として黄銅鉱と黄鉄鉱からなりかな

りの斑銅鉱を伴い鉱染状と縞状の2種の鉱石構造がみ

られる.縞状鉱の場合鉱石鉱物は層理に平行に分布

するのが一つの特徴である.

鉱石の品位は一般にそれほど高くたいが地表の

酸化帯ではかなりの高品位である.

地質構造の点ではこの鉱床はSWにプランジした

一つの幅広く緩傾斜した向斜中に位置し断層は比�



一63'

河門口

金

�

沙一

三合廠

爽

塩豊※大跳

災

x竜街

ぺ

x大橋

江国民

,火

�

落雷湯丹

届明市

050ユOOユ501㎏◎

第15図雲南省中央北部の海成堆積銅鉱床の分布状況

図の右側の鉱床群は解放前から知られていたもの

図の左側の鉱床群は解放後に発見されたもの

較的少なく含鉱層と上･下位の岩層の走向･傾斜は完

全に一致している.断裂ないし榴曲の影響を受けた局

部的な断面では瑳銅鉱の細脈だと2次富化現象が認め

られることもある.この銅鉱床は同生堆積型の典型

的な例である.

四川省会東県の大橋鉱床も海成の同生堆積型鋼鉱床で

あるが生成環境が異なっていたと思われる.

この鉱床は含銅砂岩層からたり延長が大きく厚さ

が比較的安定しているが比較的薄い.そレて鉱石

鉱物は主に輝鋼鉱と孔雀石からなり少量の黄銅鉱を伴

う.鉱石は鉱染鉱を主とし縞状鉱も認められる.

そのような鉱石構造であるため一次堆積鉱の品位は低

い.しかし2次富化帯が発達しその部分が高品位

であり主な稼行対象となっている(第16図).

おわりに

中国の銅鉱床についてざっと眺めてみた.不十分

きわまりない内容ではあるが中国には銅鉱床の重要

恋タイプのものが日本の黒鉱型を除けば全部そろっ

ていることはおわかりであろう.わが国では秋日ヨ

県の尾去沢鉱山の鉱床のように銅鉱脈が産銅量の中で

大きな比重を占めキｰスラｰガ(中国のいう塊状黄鉄鉱

型銅鉱床に近いタイツ)や黒鉱鉱床に伍していたが世界

全体でみれば熱水鉱脈型銅鉱床が産銅最の中で占める

地位は低い.中国にも鋼の熱水鉱脈は多い.しか

し世界全体の傾向と同じように重要なものはないと

いう.

黒鉱はどうだろう.中国の地質･鉱床に関する文

献を日本でもっとも多く所蔵している地質調査所の所蔵

資料でみても中国における黒鉱の存在を確言する文献

は認められない.雲南省の団出鉱床湖南省の九曲湾

鉱床などを例にした修辞(1977)の層準規制銅鉱床に

関する報告があるカミ黒鉱といえる内容ではない.

地質と構造地質環境からいえばチベットと新彊ウィグ

ル自治区の南境地域に黒鉱鉱床カミ存在する可能性がもっ

とも大きいだろう.それと同様に大きな可能性カミあ

るのか漸江省東半部一福建省東北部の地域であろう.

中国の銅鉱床に関する研究論文に少なからず接してみ

て思うのであるが19δ3年に始まった地質1鉱床の系

統的恋調査と研究の5年間は中国の地質研究史上の華

といえるほど論文の数も多く内容も具体的であった.

次の5年間はその延長として調査･研究事業が行なわ

れたように見受けるがしかし!966年の中頃からバッ

タリと学術雑誌が発行されたくなりたとえぱ1966年

の第46巻･第2期で停刊された<地質学報>が1973年

第2期として復刊されるまでの少なくとも7年間は常

識では考えられない中国における鉱床地質学の暗黒時

代であった.こんにち鉱床学に関する新しい論文に

接してかつて1953年からの5年間にみられた研究･調

査への意欲と科学的校とり組み方に完全に

たちかえるまでには至ってないという印

象を受ける.放棄した7年間の完全な克

服にはまだまだ時間がかかりそうだ.中

国白身がおこした禍根の真の原因をえぐり

出しうるか否かそれが空白の克服への遅

速と深浅･起伏を左右するように思われる.

(おわり)

第16図金沙江のほとり雲南の山海みが続く

ζの奥に東川銅鉱床群カミ展開する�


